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このマニュアルの

使用目的

この通信プロトコルでは、真空計 BPG402-SD（DeviceNetインターフェー
スを装備）を、DeviceNetマスタに対するスレーブとして使用するための
方法が説明されています。

このマニュアルでは、プログラミングに関する DeviceNet の機能
が説明されています。詳細については、Open DeviceNet Vender
Association（ODVA）の「DeviceNet 仕様書」（参考文献 2）およ
び対応するヨーロッパ規格（参考文献 3）を参照してください。

真空計の仕様および操作方法については、それぞれのマニュアル

を参照してください：

BPG402-SD→参考文献 1、4、5、6

DeviceNet
インターフェース

DeviceNet インターフェースに関する以下の説明は、Open DeviceNet
Vender Associationの DeviceNet仕様書に準拠しています。

このマニュアルでは、DeviceNet Group 2 Only Slaveの機能について説明
し、Explicit Messaging（エクスプリシット・メッセージ）および I/O Polling
（I/Oポーリング）をサポートしています。

予告なしに、技術的内容が変更される場合もあります。

略語

商標 DeviceNet™ Open DeviceNet Vender Association Inc.

略語 意味

NV 不揮発性：アトリビュート値がパワーサイクルを通じて保
持される。

V 揮発性

INT 整数値 （範囲：－ 32767～ 32768）
UINT 符号なし整数値 （範囲：0～ 65635）

USINT 符号なしキャラクター値 （範囲：0～ 255）
FLOAT 浮動小数点値 （範囲は IEEE754に準拠）

XXh 16進数 （基数＝ 16）
XXd 10進数 （基数＝ 10）
XXb 2進数 （基数＝ 2）
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1.1 電源の仕様 BPG402-SDは、2箇所での電源供給が必要です：

1) 24VDC、18W：真空計の 15ピン D-Subコネクタ

2) 定格 24VDC、2W、範囲 11～ 25V：DeviceNetトランシーバ DeviceNet
マイクロコネクタ

1.2 BPG402-SDの上面

1 スレーブの起動

番号 機能

1 アドレススイッチ× 10、10進数
2 アドレススイッチ× 1、10進数
3 DeviceNetコネクタ
4 データレートスイッチ

5 ネットワークステータス LED
6 モジュールステータス LED
7 “センサケーブル”コネクタ（電力、アナログ I/O、

RS232C I/O、およびリレーコンタクト）
8 フィラメントステータス LED
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1.3 デバイスのコネクタ BPG402-SD は、DeviceNet 接続用のシールド型マイクロコネクタを採用
しています。ゲージの DeviceNet部は、DeviceNetコネクタを介して電力
供給されます。

シールド型マイクロコネ
クタのピン配置

 

15ピンD-Subコネクタの
ピン配置

 

ピン 機能

1 ドレイン

2 V＋、定格 24V（範囲 11～ 25V）
3 V－
4 CAN_H
5 CAN_L

ピン 機能

1 セットポイント A、リレーコモン
2 圧力出力（信号出力 0～＋ 10V）
3 しきい値セットポイント A（出力 0～＋ 10V）
4 セットポイント A、リレー、常時開コンタクト
5 電源センサ電子系コモン

6 しきい値セットポイント B（出力 0～＋ 10V）
7 デガス入力、アクティブハイ

8 電源センサ電子系＋ 24V
9 セットポイント B、リレーコモン

10 真空計識別

11 セットポイント B、リレー、常時開コンタクト
12 信号コモン GND
13 RS232、TxD
14 RS232、RxD
15 未接続
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1.4 BPG402-SDの側面

1.5 インジケータおよび
スイッチ

1.5.1 モジュールステータス
LED

番号 機能

8 セットポイント Aしきい値のポテンショメータ
9 セットポイント Bしきい値のポテンショメータ

10 フルスケール調整用押しボタン

デバイスの状
態

LED 説明

電源オフ 消灯 デバイスに電源が供給されていない。

デバイス
セルフテスト

赤色と緑色
が点滅

デバイスが自己診断テスト中である。

デバイス動作 緑 デバイスが正常に動作している。

回復不可能な
異常

赤 デバイスに回復不可能な異常が発生している。

前述のように、モジュールレベルの故障は、す
べて回復不可能な故障と判断される。

回復可能な異
常

赤色が点滅 回復可能な異常。（例えば、DeviceNet 用電源
が供給されていない。）
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1.5.2 ネットワーク
ステータス LED

ネットワークステータス LEDは、DeviceNet通信リンクのステータスを表
示します。

1.5.3 フィラメント
ステータス LED

熱陰極デュアルフィラメントの状態はゲージ上面の LED によって表示さ
れます。

1.5.4 ノードアドレス
スイッチ

デバイスの初期化の間、ノードのアドレススイッチがデバイスのファーム

ウェアにより読み取られます。スイッチが有効な DeviceNet MAC ID（つ
まり 0～ 63の値）を指定すると、この値がデバイスの MAC IDとして使用
されます。指定された MAC IDが、デバイスの不揮発性 RAM（NVRAM）に
保存されている値と異なる場合は、その新しい MAC IDが NVRAMに保存
されます。スイッチが無効な DeviceNet MAC ID（つまり 63を超える値）
を指定すると、デバイスの NVRAMに保存されているカレント値が、デバイ
スの MAC IDとして使用されます。

状態 LED 説明

電源が供給されて
いない／
オンライン状態に
なっていない

消灯 デバイスはオンライン状態になっていない。

• デバイスは、まだ Duplicate MAC_IDテスト
を完了していない。

• デバイスに電源が供給されていない可能性
がある。

モジュールステータス LEDを確認のこと。

オンラインだが
接続されていない

緑点滅 デバイスはオンライン状態であるが、コネク
ションがまったく確立されていない。

• デバイスはDup_MAC_IDテストを無事終了
し、オンライン状態となったが、他のノー

ドとの間にコネクションがまったく確立さ

れていない。

• デバイスがマスタに割り当てられていな
い。

OK リンクがオンラ
イン、かつ接続され
ている

緑 デバイスはオンライン状態であり、コネク
ションが確立している。

• デバイスがマスタに割り当てられている。

コネクションが
タイムアウト

赤点滅 1つ以上の I/Oコネクションが、タイムアウ
ト状態にある。

重大なリンク異常 赤 通信デバイスが故障。ネットワーク上で通信
できなくなるようなエラーがデバイスに検
出された（重複MAC IDまたはバスオフ）。

フィラメントの状態 エミッション LED

－ オフ 消灯

両方とも異常なし オン 緑

1本が故障 オン 緑点滅

両方とも故障 オン 赤
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1.5.5 ボーレート
スイッチ

デバイスのボーレートを設定するために、ロータリー・スイッチが 1 個備
えられています。スイッチは、DeviceNetのボーレートについて 3つのポ
ジション（125、250、および 500kbaud）が有効であり、ポジション 1が
125kbaud、ポジション 2が 250kbaud、ポジション 5が 500kbaudに対応
します。

1.5.6 セットポイント デバイスには、2個のセットポイントリレー（セットポイント Aおよびセッ
トポイント B）が備えられています。これらリレーのセットポイントは、
2 個のポテンショメータにより調整できます（「SETPOINT A」および
「SETPOINT B」と表記）。

リレーコンタクトは、15ピン D-Subコネクタにおいて利用できます。



10 tira46j1-b   (0411)    BPG402-SDv1.cp

2.1 コネクション
オブジェクト

クラスコード 05h＝ 05d

コネクションクラスにより、I/Oおよび Explicit Messagingコネクションの
両方に関連する内部リソースが割り当ておよび管理されます。コネクショ

ンクラスにより生成される特定のインスタンスが、コネクションインスタ

ンスまたはコネクションオブジェクトとして参照されます。

コネクションオブジェクトの以下のインスタンスがサポートされます：

• インスタンス 1：Explicit Messaging（エクスプリシットメッセージ）

• インスタンス 2：I/O Polling（I/Oポーリング）

詳細については、「DeviceNet仕様書」を参照してください。

2.1.1 インスタンス 2ポー
リングコネクションに
関するベンダ固有のオ
ブジェクト拡張

アクティブ入力アッセンブリの選択について、以下のベンダ固有アトリ

ビュートを使用することができます。

ベンダ固有拡張：

このベンダ固有アトリビュートにより、BPG402-SDから DeviceNetマス
タにポーリング応答として送信される、データアッセンブリのコンフィ

ギュレーションが容易になります。これにより、コンフィギュレーション

ツール＋ EDSファイルを介して（あらかじめ指定されている）データアッ
センブリを選択することが可能になります（文献 1を参照）。アトリビュー
ト 100の場合、BPG402-SDのポーリングコネクションが確立された状態
であっても、ユーザは、EDSを介してポーリング I/Oデータアッセンブリ
を設定できます。アッセンブリ番号は、不揮発性メモリに保存されます。

Poll Produce Assembly Instanceの変更は、BPG402-SDをリセットした後
で有効になります。

BPG402-SDデータアッセンブリの定義は、2種類の方法で実行できます：

1) 標準方法（アトリビュート 100を使用しない）：
DeviceNet マスタは、BPG402-SD との通信を確立するときに、ポー
リングコネクション（コネクションインスタンス 2）の「Produced
Connection Path」アトリビュートを設定します。このためには、マス
タが拡張 Explicit Messaging機能をサポートする必要があります。

2) コンフィギュレーションツールなどによるアトリビュート100の直接
設定：

（RS Networksなど）＋デバイスリセット

2 オブジェクト構造

アトリ

ビュート
ID

インプリメン

テーション要件

アクセス

規則
NV/V 名称

DeviceNet
データタイプ

アトリビュートの説明 セマンティクス

100 オプション ゲット／

セット

NV Poll Produce 
Assembly 
Instance

USINT データ送信のためにこの

コネクションが使用する、

アッセンブリのインスタ

ンス番号を含みます。

1、2、4、5、8、
9、10、12、13



tira46j1-b   (0411)    BPG402-SDv1.cp 11

2.2 アイデンティティ
オブジェクト

クラスコード 01h＝ 01d

2.2.1 クラス
アトリビュート

このオブジェクトは、デバイスに関する識別および一般情報を提供しま

す。

2.2.2 インスタンス
アトリビュート

サービス

2.3 S-デバイススーパー
バイザオブジェクト

クラスコード 30h＝ 48d

アトリ
ビュート

ID
アクセス
ルール

名称
DeviceNet
データタイプ

アトリビュートの説明 値の意味

1 ゲット Revision UINT このオブジェクトのバージョ
ン。
注：このクラスアトリビュート
を含むには、すべてのクラス定
義が必要です。

このアトリビュートに割り当
てられているカレント値は
「01」です。この値の増分が必
要な更新が実施された場合、
このアトリビュートの値は 1
増えます。

2 ゲット Max 
Instance

UINT デバイスのこのクラスレベルで
現在生成されているオブジェク
トの最大インスタンス番号。

このクラス階層レベルで生成
されたオブジェクトに属する
最大インスタンス番号。

アトリ
ビュート

ID
アクセス
ルール

NV/V 名称
DeviceNet
データタイプ

アトリビュートの説明

1 ゲット NV Vender ID UINT 79 02 ベンダ識別番号：633（インフィコン）
2 ゲット NV Device Type UINT 1Ch＝真空／圧力計

3 ゲット NV Product Code UINT 例：12
4 ゲット NV Revision STRUCT
5 ゲット NV Status WORD
6 ゲット NV Serial Number UDINT
7 ゲット NV Product Name SHORT STRING 例：BPG402-SD

サービス
コード

名称 説明

5 (05h) Reset 0＝前回のインストール
1＝デフォルトインストール

14 (0Eh) Get_Attribute_Single
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2.3.1 クラス
アトリビュート

2.3.2 インスタンス
アトリビュート

アトリ
ビュート

ID
アクセス
ルール

名称
DeviceNet
データタイプ

アトリビュートの説明 値の意味

1 ゲット Revision UINT このオブジェクトのバー
ジョン。

このアトリビュートに割り当
てられているカレント値は
「01」です。この値の増分が必
要な更新が実施された場合、
このアトリビュートの値は 1
増えます。

2 ゲット Max Instance UINT デバイスのこのクラスレ
ベルで現在生成されてい
るオブジェクトの最大イ
ンスタンス番号。

このクラス階層レベルで生成
されたオブジェクトに属する
最大インスタンス番号。

アトリ
ビュート

ID
アクセス
ルール

NV/V 名称
DeviceNet
データタイプ

アトリビュートの説明

3 ゲット NV Device Type SHORT STRING ASCIIテキスト、「CG」組み合わせゲージ。
4 ゲット NV SEMI Standard 

Revision Level
SHORT STRING デバイスが準拠するSEMI S/Aネットワー

ク規格のリビジョンレベルを示す（「E54-
0997」など）。

5 ゲット NV Manufacturer’s 
Name

SHORT STRING 「INFICON」

6 ゲット NV Manufacturer’s 
Model Number

SHORT STRING 例えば、353-577

7 ゲット NV Software Revision 
Level

SHORT STRING ASCIIテキスト、例：xxxyyy
xxx ≅ 測定ボードのリビジョン
yyy ≅ DeviceNetボードのリビジョン

8 ゲット NV H a r d w a r e
Revision 
Level

SHORT STRING ASCIIテキスト、例：1.001

9 ゲット NV Manufacturer’s 
Serial Number

SHORT STRING ASCIIテキスト

10 ゲット NV Device 
Configuration

SHORT STRING デバイスのコンフィギュレーションによる。
（付録Bを参照）

11 ゲット V Device Status USINT 以下の「説明」を参照。

12 ゲット V Exception Status BYTE 以下の「説明」を参照。

13 ゲット V Exception Detail 
Alarm

STRUCT of: Alarm Detailのビットマップ表現を含む 3
つの構造体からなる構造体。

Common 
Exception Detail

STRUCT of:

Size 2 USINT Common Detailのバイト数
Detail 0 ARRAY of: 以下の「説明」を参照。

Detail 1 BYTE 以下の「説明」を参照。

Device Exception 
Detail

STRUCT of:

Size 4 USINT Device Detailのバイト数
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Detail 0 ARRAY of: S-アナログセンサインスタンス1（ピラニ）
センサアラームバイト 0

Detail 1 BYTE S-アナログセンサインスタンス1（ピラニ）
センサアラームバイト 0

Detail 2 S-アナログセンサインスタンス 2
（熱陰極）センサアラームバイト 0

Detail 3 S-アナログセンサインスタンス 2
（熱陰極）センサアラームバイト 1

Manufacturer 
Exception Detail

STRUCT of:

Size 1 USINT Manufacturer Detailのバイト数
Detail 0 ARRAY of: シリアル通信アラーム

14 ゲット V Exception Detail 
Warning

STRUCT of: Warning Detail のビットマップ表現を含
む 3つの構造体からなる構造体。

Common 
Exception Detail

STRUCT of:

Size 2 USINT Common Detailのバイト数。
Detail 0 ARRAY of: 以下の「説明」を参照。

Detail 1 BYTE 以下の「説明」を参照。

Device Exception 
Detail

STRUCT of:

Size 5 USINT Device Detailのバイト数。
Detail 0 ARRAY of: S-アナログセンサオブジェクト→

クラスレベルステータス拡張

Detail 1 BYTE S-アナログセンサインスタンス1（ピラニ）
センサ警告バイト 0

Detail 2 BYTE S-アナログセンサインスタンス1（ピラニ）
センサ警告バイト 1

Detail 3 S-アナログセンサインスタンス 2
（熱陰極）センサ警告バイト 0

Detail 4 S-アナログセンサインスタンス 2
（熱陰極）センサ警告バイト 1

Manufacturer 
Exception Detail

STRUCT of:

Size 1 USINT Manufacturer Detailバイトの数
Detail 0 Byte シリアル通信警告

15 セット NV Alarm Enable BOOL 以下の「説明」を参照。

16 セット NV Warning Enable BOOL 以下の「説明」を参照。

アトリ
ビュート

ID
アクセス
ルール

NV/V 名称
DeviceNet
データタイプ

アトリビュートの説明
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2.3.2.1 説明

Device Status
（デバイス状態）

このアトリビュートは、デバイスのカレントステータスを表示します。デ

バイスのステータスが変わると、この値も変わります。以下の値が定義さ

れています：

セルフテストエクセプションの場合、デバイスに対してリセットサービス

を起動してください。（アイデンティティオブジェクトクラス 1、インスタ
ンス 1、サービスコード 5、サービスターゲット値 1）。

Exception Status
（例外状態）

デバイスのアラームと警告の状態を示す値を持つ 1バイトのアトリビュー
トです。このデバイスはエクスパンド方式をサポートしています。

エクスパンド方式の場合、Exception Statusアトリビュートのビット 7が
1にセットされます。例外は、この Exception Statusアトリビュートを介
して報告されます（次表に示すようなフォーマット）。さらに、Exception
Detailアトリビュートがサポートされます。Exception Statusビットは、関
連する Exception Detailビットの論理“OR”によって決定されます。

Exception Status
（例外状態）
ビットマップ

Exception Detail Alarm
（例外詳細アラーム）
および
Exception Detail Warning
（例外詳細警告）

これら 2つのアトリビュートのフォーマットは同じです。従って、まとめ
て説明します。

デバイスに関連するアラームまたは警告の詳細な状態を示すアトリ

ビュートです。各アトリビュートは 3つのメンバを含む構造体です。これ
らメンバは、コモン（デバイス固有でない）、デバイス固有であるがメー

カ固有でない、およびメーカ固有という例外詳細状態に関連するもので

す。コモンおよびデバイス固有の詳細状態について、以下に説明します。

メーカ固有の詳細状態は、1バイトの長さを持ちます。Size値「1」は、関

アトリビュートの値 状態

0 未定義

1 セルフテスト

2 アイドル

3 セルフテスト *例外
4 実行

5 アボート

6 重大エラー

ビット 機能

0 アラーム／デバイスコモン
（アラームまたは警告が、装置タイプまたは製造者に固有では
ありません）

1 アラーム／デバイス固有

2 アラーム／メーカ固有

3 予約、0にセット
4 警告／デバイスコモン

5 警告／デバイス固有

6 警告／メーカ固有

7 1 ≅ エクスパンド方式
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連する Exception Detail構造体に対して 1バイトの Detailが定義されてい
ることを意味します。

3 つの構造メンバはそれぞれ、バイト長「Size」の順序付きリスト（つま
り配列）、および値として「Size」をもつ符号なし整数を含む構造体とし
て定義されています。各配列内の各バイトは、固有のマッピングを有して

います。このマッピングは、8 つの独立した条件を表す 8 ビットとして
フォーマットされ、値「1」は、条件が設定（または存在する）され、値
「0」は、条件がクリアされた（または存在しない）ことを示します。デバ
イスが Exception Detail をサポートしてない場合、対応するビットは設定
されません。対応するアトリビュート内のアラームおよび警告のビット

マップは、重要度にしたがってアラームまたは警告が設定されるように、

並列的に構造化されています。性質上、アラームと警告が両立しない条件

の場合は、他の状態に対応する並列のビット位置は「0」のままになります。

Common Exception Detail
（共通する例外詳細）

この構造体は、半導体機器デバイスの階層内の全デバイスに共通する例外
条件（つまり、アラームまたは警告）を示します。構造体の Detailエレメ
ントは、構造体エレメント Size の値、バイト長 [Size ＝ 2] の順序付きリ
スト（つまり配列）です。

2バイトの Common Exception Detailが提供されます：Common Exception
Detail [0]および Common Exception Detail [1]。各ビットマップに関連する
固有例外を、次表に示します。このリビジョンの Sizeは「2」です。

Common Exception 
Detail（コモン例外詳細）
のアトリビュート値

Common Exception 
Detail（コモン例外詳細）
のフォーマットの要約

Device Exception Detail
（デバイス例外詳細）

この構造体は、Common Exception Detailに似ており、ネットワーク上の
各デバイス固有の例外条件に関連し、以下のように定義されます。構造体

ビット
Common Exception Detail

 [0]
Common Exception Detail 

[1]
0 0 0
1 0 0
2 EPROM例外 0
3 E EPROM例外 電源入力電圧

4 RAM例外 0
5 DeviceNetによって予約されている 0
6 0 0
7 0 0

データ構成要素 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0
Common Exception 

Detailサイズ
0 0 0 0 0 0 1 0

Common Exception 
Detail 0 0 0 0 データ

メモリ
不揮発性
メモリ

コード
メモリ

0 0

Common Exception 
Detail 1 0 0 0 0 PS入力

電圧
0 0 0
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の Detailエレメントは、バイト長 [Size＝アラームは 4、警告は 5]の順序
付きリスト（つまり配列）であり、これは、構造エレメント Sizeの値です。

Manufacturer Exception 
Detail
（メーカ例外詳細）

この構造体は、Common Exception Detailに似ており、ネットワーク上の
各デバイスのメーカ固有の例外条件に関連しています。1 バイトの
Manufacturer Exception Detail が定義されています。構造体の Detail エレ
メントは、バイト長 [Size ＝ 1] の順序付きリスト（つまり配列）であり、
これは、構造エレメント Sizeの値です。

Device Exception Detail 
Alarm（デバイス例外詳細
アラーム）および
Manufacturer Exception 
Detail Alarm（メーカ例外
詳細アラーム）の
フォーマット

Exception Detail Warning
（例外詳細警告）

データ構成要素 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0
Device Exception Detail 

Alarmサイズ
0 0 0 0 0 1 0 0

Device Exception Detail 
Alarm 0、
ピラニ

0 0 0 0 0 0 0 0

Device Exception Detail 
Alarm 1、
ピラニ

0 0 0 0 0 0 電子系
エラー

0

Device Exception Detail 
Alarm 2、
熱陰極

0 0 0 0 0 0
フィラメ
ント 2
エラー

フィラメ
ント 1
エラー

Device Exception Detail 
Alarm 3、
熱陰極

0 0 0 0 0 0 電子系
エラー

0

Manufacturer Exception 
Detail Alarmサイズ

0 0 0 0 0 0 0 1

Manufacturer Exception 
Detail Alarm 0 0 0 0 0 0 0 シリアル

通信

データ構成要素 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0
Device Exception 

Detail Warningサイズ
0 0 0 0 0 1 1 0

Device Exception 
Detail Warning 0、

センサクラスステータ
ス拡張

0 0 0 0 0
アンダー
レンジを
超えた

オーバー
レンジを
超えた

値が
無効 *)

Device Exception 
Detail Warning 1、

ピラニ

0 0 0 0 0 0 0 0

Device Exception 
Detail Warning 2、

ピラニ

0 0 0 0 0 0 電子系
警告

0
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*) 読み取り値が論理反転

Alarm Enable
（アラーム・イネーブル）
および
Warning Enable
（警告イネーブル）

これらブールアトリビュートは、S-デバイススーパーバイザオブジェクト
の例外ビットのセットプロセスを有効「1」または無効「0」にするために
使用されます。無効にセットされたとき、対応するビットは設定されませ

ん。設定されている場合は、無効によりこれらがクリアされます。また、

アラームと警告の状態は保持されません。有効にセットされた場合、対応

する条件が「真」の場合のみ、各ビットは設定されます。

これら Enableアトリビュートのデフォルト状態は、有効「1」です。

2.3.3 S-デバイススーパー
バイザオブジェクト
の状態

Device Exception 
Detail Warning 3、

熱陰極

0 0 0 0 0 0
フィラメ
ント 2
警告

フィラメ
ント 1
警告

Device Exception 
Detail Warning 4、

熱陰極

0 0 0 0
デガスに
は圧力が
高すぎる

0 0 0

Manufacturer 
Exception Detail 
Warningサイズ

0 0 0 0 0 0 0 1

Manufacturer 
Exception Detail 

Warning
0 0 0 0 0 0 0 シリアル

通信警告

データ構成要素 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0

電力供給、または

重大エラー以外の任意の状態からのリセット要求、または

重大エラーやアボート以外の任意の状態からの診断実施要求

セルフ

テスト

合格

アイドル

実行

セルフテスト

停止

要求

セルフテスト

失敗

回復要求または

例外条件

クリア

アボート要求

アボート要求

回復要求

開始

要求

アボート要求

セルフテスト

例外

アボート

重大エラー

任意の状態からの

重大エラー
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Abort－デバイスアプリケーションオブジェクトをアボート状態へ移行さ
せるために使用されます。このサービス要求は、アプリケーションオブ

ジェクトから内部的に生成することができます（一般的にそのように生成

されます）。

Recover－デバイスアプリケーションオブジェクトを、アボート状態から
アイドル状態へ移行させるために使用されます。このサービス要求は、ア

プリケーションオブジェクトから内部的に生成することができます。

Perform_Diagnostics－ S-デバイススーパーバイザオブジェクトに対し
て診断テストを実行するように指示するために使用されます。

2.3.4 S-デバイススーパー
バイザの共通サービス

スタート要求（サービスコード 06h）または、最初の有効 I/Oデー
タを受信することにより、デバイスはアイドル状態から実行状態に

なります。

このサービスが要求されるまで、または、I/O Pollingメッセージが
受信されるまで、デバイスから有効な測定値を得ることはありませ

ん。

2.3.5 S-デバイススーパーバ
イザオブジェクト固有
のサービス

サービスコード 4Dhの
説明

• S-デバイススーパーバイザオブジェクトのサービスパラメータ辞書

サービス
コード

名称 説明

0Eh Get_Attributes_Single アトリビュート値を読み出しま
す。

10h Set_Attributes_Single アトリビュート値を変更します。

05h Reset デバイスをセルフテスト状態にリ
セットします。

06h Start デバイスの実行を開始します。

07h Stop デバイスをアイドル状態にしま
す。

サービス
コード

名称 説明

4Bh Abort デバイスをアボート状態に移す。

4Ch Recover デバイスをアボート状態から戻す。

4Dh Perform_Diagnostics デバイスに一連の診断ルーチンを実行させ
る。

パラメータ フォーム 説明

TestID USINT 実行される診断テストのタイプおよび詳細。
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• TestIDパラメータ
以下の値は、Perform_Diagnostics サービス要求のための TestID パラ
メータに定義された値です：

1つのタイプの診断しか定義されていないか、または Standardタイプを含
む 1つ以上のタイプが存在する場合、“Standard”タイプが指定されます。

2.4 S-アナログセンサ
オブジェクト　

クラスコード 31h＝ 49d

2.4.1 クラス
アトリビュート

1) このアトリビュートは実際の S- アナログセンサオブジェクトの仕様に
はありませんが、その導入に備え示されています。新しい仕様書が発行さ

れるまで変更は可能です。

アトリビュート値 ステータス

0 Standard

アトリ
ビュート

ID
アクセス
ルール

名称
DeviceNet
データタイプ

アトリビュートの説明 値の意味

1 ゲット Revision UINT
このオブジェクトのバージョン。この
クラスアトリビュートを含むには、す
べてのクラス定義が必要です。

このアトリビュートに
割り当てられているカ
レント値は「01」です。

2 ゲット
Max 
Instance UINT

デバイスのこのクラスレベルで現在生
成されているオブジェクトの最大イン
スタンス番号。

このクラス階層レベル
で生成されたオブジェ
クトに属する最大イン
スタンス番号。

32 1)
ゲット

Class 
Level 
Status 
Exten-
sion

USINT 最大および最小計測レンジを超えてい
るかを示す。

ビット説明：
0 値が無効
1 オーバーレンジを超えて
いる

2 アンダーレンジを超えて
いる

94 ゲット
Active 
Value

Data Type
により指定

S-アナログセンサインスタンスの値
（アトリビュート ID 6）の代わりに、
このクラスレベルアトリビュートを作
成するためにアッセンブリによって使
用できる。

95 ゲット

Active 
Instance 
Number

UNIT

S-デバイススーパーバイザオブジェク
トの、すべての入力アッセンブリと
Exception Detail Alarm/Warningの
Active Value値にコピーされる値を提
供するオブジェクトインスタンスを指
定する。
ビヘイビアの節を参照。

デフォルト＝ 1

96 ゲット

Number 
of 
Gauges

USINT デバイス内にあるゲージのアトリ
ビュートインスタンスの数を示す。

2

99 ゲット Subclass UINT
追加クラスのアトリビュート、サービ
ス、およびビヘイビアのサブセットを
識別する。

1 ≅ インスタンスセレク
タ
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Active Value
（アクティブ値）

アッセンブリまたはコネクションは、アクティブな S- アナログセンサイ
ンスタンスの値（アトリビュート ID 6）の代わりに、このクラスレベルのア
トリビュートを作成できます。S- アナログセンサのクラスレベルのアトリ
ビュート Active Instance Numberは、現在アクティブで、かつ Active Value
をメンバとして持つ入力アッセンブリによって生成されたクラスレベル

のアトリビュート Active Valueに対して Valueメンバを提供するオブジェ
クトインスタンスを指定します。

Active Instance Number
（アクティブインスタン
ス番号）

S- デバイススーパーバイザオブジェクトのすべての入力アッセンブリと
Exception Detail Alarm/Warningの Active Valueにコピーされる Value（値）
メンバを提供する S- アナログセンサオブジェクトインスタンスを識別す
るために、必要に応じて、このアトリビュートを内部的に変更します。

Active Instance Numberは、所定の S-アナログセンサインスタンスに対応
する最善のゲージが、所定の測定範囲に関してアクティブになるように、

Active Valueに基づき変更されます。

Number of Gauges
（ゲージ数）

このアトリビュートは、ノード内のすべての入力アッセンブリのサイズを判

断するために使用されます。

2.4.2 インスタンス
アトリビュート

4つの S-Analog Sensorインスタンス（インスタンス 1、インスタンス 2、
インスタンス 21および 22）が利用できます。インスタンス 1は、熱伝達
ゲージの物理センサ値（圧力）を表示し、インスタンス 2は、熱陰極イオ
ンゲージの物理センサ値（圧力）を示します。

インスタンス 21および 22は、セットポイント Aおよびセットポイント B
の値を示します。

2.4.2.1 インスタンス 1の
インスタンス
アトリビュート：
ピラニゲージ

以下に、BPG402-SD の熱伝達ゲージ（ピラニ）のサブクラス拡張を備え
るインスタンス 1を示します。このインスタンスを使用して、BPG402-SD
のピラニゲージに関する制御および状態の情報を提供します。

アトリ
ビュート

ID
アクセス
ルール

NV/V 名称
DeviceNet
データタイプ

アトリビュートの説明 値の意味

3 セット／
条件

（以下を
参照）

NV Data Type USINT この表にしたがって、
Value（値）とすべての関
連アトリビュートの
データタイプを指定。

以下の「説明」を参照。
整数 ≅ C3h [デフォルト ]
浮動小数点 ≅ CAh

4 セット
（以下を
参照）

NV Data Units UINT Value（値）とすべての関
連アトリビュートの単
位の内容を指定。

サポートされている値：
カウント ≅ 1001h [デフォルト]
mbar ≅ 1308h
Torr ≅ 1301h
Pascal ≅ 1309h

5 ゲット V Reading 
Valid

BOOL Value アトリビュートに
有効な値が含まれてい
ることを示す。

0＝無効
1＝有効
（無効：例えば、ウォーム
アップがまだ）

6 ゲット V Value INT、または
Data Typeに
より指定

アナログ入力値 補正、変換、校正された、
センサの最終値。
以下の「説明」を参照。
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2.4.2.2 S-アナログセンサ
インスタンス 1の
説明

Data Type
（データタイプ）

すべての Data Typeアトリビュートは、列挙値である整数または浮動小数
点を使用します。

付録 Aを参照してください。

Data Type 値は、デバイスにより確立された最初の有効な I/O コネクショ
ンに基づき自動的に設定されます。

このオブジェクトからのアトリビュートを含め、確立されたI/Oコネクショ
ンが存在しない場合、オブジェクトが Idle 状態にある場合に限り、Data
Typeアトリビュートは設定可能です。

7 ゲット V Status BYTE このオブジェクトイン
スタンスのアラームと
警告状態。

アラームおよび警告トリッ
プポイントが備えられてい
ないため、常に 0。

10 ゲット NV Full Scale INT、または
Data Typeに
より指定

センサのフルスケール
の Value（値）。

センサーのフルスケールの
キャリブレーションされた
測定値に対応する
Value（値）アトリビュー
トの値。
[デフォルト ]＝ Data Type
に割り当て可能な最大値。

25 セット NV Safe State USINT Execute（実行）以外の状
態に関する Value（値）の
ビヘイビアを指定。

以下の「説明」を参照。
[デフォルト ]＝ 0

26 セット NV Safe Value INT、または
Data Typeに
より指定

Safe State のために使用
される値
＝ Safe Value

以下の「説明」を参照。
[デフォルト ]＝ 0

32 ゲット NV Overrange INT、または
Data Typeに
より指定

最大有効値を指定。 Reading Validアトリ
ビュートが無効にセット
されない上限値。
[デフォルト ]＝データタイ
プの最大許容値。

33 ゲット NV Underrange INT、または
Data Typeに
より指定

最小有効値を指定。 Reading Validアトリ
ビュートが無効にセット
されない下限値。
[デフォルト ]＝データタイ
プの最小許容値。

94 ゲット V Sensor 
Warning

Struct of Byte Sensor Warning のビッ
ト定義

0＝ [デフォルト ]
「説明」を参照。

95 ゲット V Sensor 
Alarm

Struct of Byte Sensor Alarmのビット
定義

0＝ [デフォルト ]
「説明」を参照。

96 ゲット V Status 
Extension

BYTE 追加ステータスビット
を提供するビットマッ
プされたバイト

ビット説明：
0 値が無効（Reading Valid
の論理的反転）

1 オーバーレンジを超えている
2 アンダーレンジを超えている

99 ゲット NV Subclass UINT 追加のインスタンスア
トリビュート、サービ
ス、およびビヘイビアの
サブセットを示す。

02＝熱伝達ゲージ

アトリ
ビュート

ID
アクセス
ルール

NV/V 名称
DeviceNet
データタイプ

アトリビュートの説明 値の意味
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注：圧力単位（mbar、Torr、または Pa）とともに整数データタイプを使
用すると、1以下の妥当な値を生成することができません。

Data Unit
（データの単位）

Data Unit（データの単位）のアトリビュートは、Idle状態でのみ設定でき
ます。

Value
（値）

S-アナログセンサオブジェクトインスタンスは、物理アナログセンサから
の示度を導出します。この示度は、Value アトリビュートに指定されてい
るデータタイプと単位に変換されます。

カウントおよび INTについて、以下の変換式を利用してください：

ここで、 kmbar ＝ 12.5

kTorr ＝ 12.624903

kpa ＝ 10.5

Safe State
（セーフステート）

このアトリビュートは、Executing（実行）以外の状態に対して、Value内
に保持される値を指定します。このメカニズムの目的は、このデバイスが

Fault、Idle、または Abort の状態に移行した場合に、この Value（値）を
使用している可能性のある他のデバイスが安全な状態に移行または留ま

ることができるようにすることです。以下の値が定義されています：

Safe Value
（セーフバリュー）

Safe Stateが Use Safe Valueにセットされている場合、このアトリビュー
トは、Executing（実行）以外のオブジェクトインスタンス状態に対して、
Valueアトリビュートにセットされる値を保持します。

Sensor Alarm
（センサ・アラーム）

Sensor Alarmには 16ビットが使用されます。ビット 8～ 16は、Exception
Detail Alarm 1にマッピングされ、ビット 0～ 7は、Device Exception Detail
Alarm 0にマッピングされます。

カウント＝ [log10（圧力）＋ k]× 2000

アトリビュート値 状態

0 Zero（ゼロ）
1 Full Scale（フルスケール）
2 Hold Last Value（最新の値を保持）
3 Use Safe Value（セーフバリューを使用）

データコンポーネント ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0
Sensor Alarmバイト 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Sensor Alarmバイト 1 0 0 0 0 0 0 電子系
エラー

0
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Sensor Warning
（センサ警告）

Sensor Warningには16ビットが使用されます。ビット8～16は、Exception
Detail Warning 2 にマッピングされ、ビット 0 ～ 7 は、Device Exception
Detail Warning 1にマッピングされます。

データコンポーネント ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0
Sensor Alarmバイト 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Sensor Alarmバイト 1 0 0 0 0 0 0 電子系
警告

0
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2.4.2.3 インスタンス 2の
インスタンス
アトリビュート：
熱陰極イオンゲージ

以下に、BPG402-SD の熱陰極イオン真空計のサブクラス拡張を備えるイ
ンスタンス 2を示します。このインスタンスを使用して、BPG402-SDの
熱陰極イオンゲージに関する制御および状態の情報を提供します。

アトリ
ビュート

ID
アクセス
ルール

NV/V 名称
DeviceNet
データタイプ

アトリビュートの説明 値の意味

3 セット／
条件

（以下を
参照）

NV Data Type USINT この表にしたがって、
Value（値）とすべての関
連アトリビュートの
データタイプを指定。

「説明」を参照。
[デフォルト ]＝ INT

4 「セマン
ティクス」
を参照。

NV Data Units ENGUNITS Value（値）とすべての関
連アトリビュートの単位
の内容を指定。

「説明」を参照。
[デフォルト ]＝カウント

5 ゲット V Reading 
Valid

BOOL Value アトリビュートに
有効な値が含まれている
ことを示す。

0＝無効
1＝有効
（無効：例えば、ウォーム
アップがまだ）

6 ゲット V Value INT、または
Data Typeに
より指定

アナログ入力値 補正、変換、校正されたセ
ンサの最終値。
「説明」を参照。

7 ゲット V Status BYTE このオブジェクトインス
タンスのアラームと警告
状態。

「説明」を参照。

10 ゲット NV Full Scale INT、または
Data Typeに
より指定

センサのフルスケールの
Value（値）。

センサーのフルスケール
のキャリブレーションさ
れた測定値に対応する
Value（値）アトリビュー
トの値。
[デフォルト ]＝Data Type
に割り当て可能な最大値。

25 セット NV Safe State USINT Execute（実行）以外の状
態に関する Value（値）の
ビヘイビアを指定。

「説明」を参照。
[デフォルト ]＝ 0

26 セット NV Safe Value INT、または
Data Typeに
より指定

Safe State のために使用
される値
＝ Safe Value

「説明」を参照。
[デフォルト ]＝ 0

32 ゲット NV Overrange INT、または
Data Typeに
より指定

最大有効値を指定。 Reading Validアトリ
ビュートが無効にセット
されない上限値。
[デフォルト ]＝データタイ
プの最大許容値。

33 ゲット NV Underrange INT、または
Data Typeに
より指定

最小有効値を指定。 Reading Validアトリ
ビュートが無効にセット
されない下限値。
[デフォルト ]＝データタイ
プの最小許容値。

88 ゲット V Degas 
Status

BOOL 現在のデガス（脱ガス）
の状態を示す。

0 ≅ オフ
1 ≅ オン

89 セット V Active 
Filament

BYTE どのフィラメントが選択
されているかを示す。

Bit 0 = 1 ≅ フィラメント 1
が選択されている。
Bit 1 = 1 ≅ フィラメント 2
が選択されている。

91 ゲット V Emission 
Current

REAL エミッション（放出）電
流の設定レベルをアンペ
アで示す。
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2.4.2.4 S-アナログセンサ
インスタンス 2の
説明

Data Type
（データタイプ）

→インスタンス 1を参照。

Value
（値）

S-アナログセンサオブジェクトインスタンスは、物理アナログセンサから
示度を導出します。この示度は、Valueアトリビュートで指定されている
データタイプと単位に変換されます。

カウントおよび INTについて、以下の変換式を利用してください：

ここで、 kmbar ＝ 12.5

kTorr ＝ 12.624903

kpa ＝ 10.5

92 セット NV Filament 
Control

USINT 自動またはユーザによる
フィラメント選択を選択
する。

0 ≅ 自動 → デバイスが
フィラメントを FIL1 から
FIL2へ、そして FIL2から
FIL1 へとエミッションが
オンする毎に切り替える。
1 ≅ 手動 → デバイスはア
ト リ ビ ュ ー ト「Active
Filament」で選択された
フィラメントを使用する。

93 ゲット V Emission 
status

BOOL エミッション（放出）が
オンかオフかを示す。

0 ≅ オフ
1 ≅ オン

94 ゲット V Sensor 
Warning

バイト構造体 0 ≅ [デフォルト ]
「説明」を参照。

95 ゲット V Sensor 
Alarm

バイト構造体 0 ≅ [デフォルト ]
「説明」を参照。

96 ゲット V Status 
Extension

BYTE 追加ステータスビットを
提供するビットマップさ
れたバイト

ビット説明：
0 値が無効（Reading Valid
の論理的反転）

1 オーバーレンジを超えている
2 アンダーレンジを超えている

99 ゲット NV Subclass UINT 追加のインスタンスアト
リビュート、サービス、
およびビヘイビアのサブ
セットを示す。

05 ≅ 熱陰極イオンゲージ

100 ゲット V State 
Emission 
User 
Mode

USINT サービス「Set Emission
User Mode」による状態
を示す。

0 ≅ 自動
1 ≅ 手動

アトリ
ビュート

ID
アクセス
ルール

NV/V 名称
DeviceNet
データタイプ

アトリビュートの説明 値の意味

カウント＝ [log10（圧力）＋ k]× 2000
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Safe State
（セーフ・ステート）

→インスタンス 1を参照。

Safe Value
（セーフ・バリュー）

→インスタンス 1を参照。

Sensor Alarm
（センサ・アラーム）

Sensor Warningには16ビットが使用されます。ビット8～16は、Exception
Detail Alarm 3にマッピングされ、ビット 0～ 7は、Exception Detail Alarm
2にマッピングされます。

Sensor Warning
（センサ警告）

Sensor Warningには16ビットが使用されます。ビット8～16は、Exception
Detail Warning 5 にマッピングされ、ビット 0 ～ 7 は、Device Exception
Warning 4にマッピングされます。

デガスサービスが要求された時、圧力が 7.2× 10-6mbar以上の場合、「デ
ガスには圧力が高すぎる」ビットがセットされます。圧力が7.2×10-6mbar
未満に下がった場合、このビットはクリアされます。

Filament Status 
Warnings and Alarms 
（フィラメントステータ
ス警告およびアラーム）

以下の表にフィラメントの状態と対応する警告およびアラームの関係を

示します。

データコンポーネント ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0
Sensor Alarmバイト 0

0 0 0 0 0 0
フィラメ
ント 2
エラー

フィラメ
ント 1
エラー

Sensor Alarmバイト 1 0 0 0 0 0 0 電子系
エラー

0

データコンポーネント ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0
Sensor Alarmバイト 0

0 0 0 0 0 0
フィラメ
ント 2
警告

フィラメ
ント 1
警告

Sensor Alarmバイト 1 0 0 0 0
デガスに
は圧力が
高すぎる

0 0 0

フィラメントの状態

フィラメ
ント 1
警告

フィラメ
ント 2
警告

フィラメ
ント 1
アラーム

フィラメ
ント 2
アラーム

両方のフィラメントが
OK

0 0 0 0

フィラメント 1が故障
そして

フィラメント 2が OK

1 0 0 0

フィラメント 1が OK
そして

フィラメント 2が故障

0 1 0 0

フィラメント 1が故障
そして

フィラメント 2が故障

1 1 1 1
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2.4.2.5 インスタンス 21／
セットポイント A
（インスタンス 22／
セットポイント B）
のインスタンス
アトリビュート

Status
（状態）

オブジェクトインスタンスのアラームおよび警告の例外状態を示すビッ

トマップバイトです。以下の定義が適用されます：

Set Points
（セットポイント）

圧力（アトリビュート 6、インスタンス 1および 2）が Set Point値（アト
リビュート 6、インスタンス 21および 22）以下になると、アラームまた
は警告例外状態が生成されます。ヒステリシスは 10% に設定されていま

す。

例えば：100の Set Point値の場合、値が 100以下になると例外状態が設
定され、110以上になるとクリアされます。

アトリ
ビュート

ID
アクセス
ルール

NV/V 名称

DeviceNet
データタイ
プ

アトリビュートの説明 値のセマンティクス

3 セット／
条件
→インス
タンス 1
を参照。

NV Data Type USINT この表にしたがって、
Value（値）とすべての関
連アトリビュートの
データタイプを指定。

以下の「説明」を参照。
整数 ≅ C3h [デフォルト ]
浮動小数点 ≅ CAh

4 ゲット NV Data Units UINT Value（値）とすべての関
連アトリビュートの単位
の内容を指定。

サポートされている値：
カウント ≅ 1001h [デフォルト]
mbar ≅ 1308h
Torr ≅ 1301h
Pascal ≅ 1309h

5 ゲット V Reading 
Valid

BOOL Value アトリビュートに
有効な値が含まれている
ことを示す。

0＝無効
1＝有効

6 ゲット V Value INT、または
Data Typeに
より指定

セットポイント A（セッ
トポイント B）リレーの
値。

7 ゲット V Status BYTE このオブジェクトインス
タンスのアラームおよび
警告状態。

以下の「説明」を参照。
トリップポイント「Low」の
ように挙動します。

ビット 定義

0 高アラーム例外： 0＝クリア、1＝設定
1 低アラーム例外： 0＝クリア、1＝設定
2 高警告例外： 0＝クリア、1＝設定
3 低警告例外： 0＝クリア、1＝設定
4 予約

5 予約

6 予約

7 予約
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セットポイント値は、読むことしかできません。DeviceNetにより、
値を設定することや、リレーの状態に影響を与えることはできませ

ん。デバイスが割り当てられていない場合でも、2個のセットポイ
ントポテンショメータにより調整された電圧に応じて、リレーの状

態はセットされます。

マイクロコントローラが「Reset」の場合のみ（例えば、アイデン
ティティオブジェクトをリセット）リレーもリセットされます。

セットポイントは、実際の圧力単位およびデータタイプが利用できます。

圧力単位「カウント」が設定されている場合、カウントから圧力への変換

には以下の変換を利用してください：

ここで、 kmbar ＝ 12.5

kTorr ＝ 12.624903

kpa ＝ 10.5

セットポイントと電圧の関係は：

ここで、 Cmbar ＝ 0

CTorr ＝ － 0.125

Cpa ＝ 2

圧力が 100mbar 以下の場合のみ、セットポイントはアクティブになりま
す。従って、セットポイント値は 100mbar以上にセットできません。

2.4.3 共通サービス S-Analog Sensorオブジェクトは、以下の共通サービスを提供します：

2.4.4 インスタンス 1／
ピラニゲージに関す
るオブジェクト固有
のサービス

このサービスの呼出しに関連する状態遷移はありません。そのため、この

サービスを実行する前、そして実行中に、デバイスを望ましい構成に設定

Pmbar＝ 10Counts / 2000－ k

Pmbar＝ 10（U－ 7.75） / 0.75＋ C

サービスコード 名称 説明

0Eh Get_Attribute_Single アトリビュート値を読み出します。

10h Set_Attribute_Single アトリビュート値を変更します。

サービスコード 名称 説明

4Ch Full Scale Adjust ピラニに対してフルスケール調整を
実施します。
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するのはユーザの責任です。これには、一般的に、センサを既知の環境へ

露出すること、サービスの実行中に読み取った値の相応の取り扱いが含ま

れます。

成功サービスリスポンスは、サービスが受け付けられ、アプリケーション・

プロセスがスタートしたことを示します。

Full Scale Adjust フルス
ケール調整アルゴリズム

Full Scale Adjust フルスケール調整要求を実行するには、真空計を大気圧
にベントし、以下に示すターゲット値により Full Scale Adjustフルスケー
ル調整サービスを開始してください。

Full Scale Adjust フルス
ケール調整要求サービス
のデータフィールドパラ
メータ

*) インフィコンは、mbar、Torr、または Pascal を、データタイプ
「REAL」（実数）で使用することを推奨します。
INTには、特別な制限があります：
真空計のフルスケール値は、1000mbar ≅ 10000Pascalです。ただ
し、INTおよび Pascalを使用して、真空計の最大圧力は説明できま
せん。ターゲット値 0x7FFF（最大 INT値）により、Pascal単位に
ついて Full Scale Adjustサービスを実行できます。
データタイプが INTで、圧力値が 1以下の場合（実際の圧力単位）、
常に圧力は 0になります。

2.4.5 インスタンス 2／熱
陰極イオンゲージに
関するオブジェクト
固有のサービス

2.4.5.1 脱ガス状態セット

Set Degas Stateセット脱
ガス状態要求サービスの
データフィールドパラ
メータ

デガスは圧力が 7.2× 10-6mbar以下の場合にのみオンできます。

パラ

メーター

データ

タイプ

フルスケール校正のターゲット値

データ

単位

カウント mbar*) Pascal*) Torr*)

ターゲット

値

INT 0x7918 0x03E8 0x7FFF 0x02ED
REAL 0x46F23000 0x447A0000 0x47C35000 0x443B83F3

サービスコード 名称 説明

61h Set Degas State Degas Stateパラメータに応じて、脱
ガスモードを有効／無効にします。
脱ガスモードは、デバイスタイムア
ウト（3 分）による自動終了、ある
いはこのサービスによるリモート終
了ができます。

パラメータ データタイプ 説明 値の意味

Degas Status BOOL 0 ≅ デガスをオフにする。
1 ≅ デガスをオンにする。
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2.4.5.2 エミッション状態
セット

Set Emission Stateセット
エミッション状態要求
サービスのデータフィー
ルドパラメータ

ゲージが Emission User Modeにおいて「手動」にセットされている場合、
以下の点にご注意下さい。

サービス「Set Emission State⇒オン」は圧力が 2.4× 10-2mbar以下の場
合にのみ実行できます。もし圧力がそれ以上の場合、Object State Conflict
エラーメッセージが返ってきます。

もし圧力が 3.2 × 10-2mbar を超えると、ゲージは自動的にエミッション
をオフし、ピラニの値を表示します。

ゲージが熱陰極ゲージ領域で圧力を計測している時にサービス「Set
Emission State⇒オフ」を実行すると、エミッションはオフし、ピラニの
最小計測値である 1.0× 10-3mbarが表示されます。

2.4.5.3 エミッションユーザ
モード

Set Emission User Mode
セットエミッションユー
ザモード要求サービスの
データフィールドパラ
メータ

1) Emission User Mode自動：

エミッションは自動的にオン／オフされます。

ユーザは Set Emission Stateサービスによってエミッションをオフにで
きます。手動でエミッションをオフにした場合、圧力が 3.2× 10-2mbar

サービスコード 名称 説明

62h Set Emission State Emission State パラメータに応じ
て、フィラメントをオン／オフしま
す。

パラメータ データタイプ 説明 値の意味

Emission State BOOL →以下を参
照。

0 ≅ エミッションをオフに
する。
1 ≅ エミッションをオンに
する。

サービスコード 名称 説明

32h Set Emission User
Mode

自動
エミッションはピラニによって自
動的にオン／オフされます。
手動
エミッションはユーザによってオ
ン／オフされます。（定義された圧
力範囲内において）

パラメータ データタイプ 説明 値の意味

Emission User
Mode State

BOOL →以下を参
照。

0 ≅ 自動モード 1)にセット
する。（デフォルト）
1 ≅ 手動モード 2)にセット
する。
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以上に上がり、再び 2.4 × 10-2mbar に下がるとエミッションは自動的
にオンします。

2) Emission User Mode手動：

エミッションはユーザが Set Emission Stateサービスを使用することに
によってオン／オフされます。

Set Emission Stateサービスは圧力が 2.4× 10-2mbar以下の場合にのみ
実行されます。もし圧力がそれ以上の場合、Object State Conflictエラー
メッセージが返ってきます。

もしエミッションがオンの状態の時に圧力が 3.2 × 10-2mbar 以上に上が
ると、ゲージはいずれのモードの場合であっても自動的にエミッションを

オフにします。

2.4.6 ビヘイビア

Data Type

（データタイプ） Data Typeに関して、以下のビヘイビアが適用されます：

Data Type 値は、デバイスにより確立された最初の有効な I/O コネクショ
ンに基づき自動的にセットされます。

このオブジェクトからのアトリビュートを含め、確立されたI/Oコネクショ
ンが存在しない場合、オブジェクトが Idle 状態にある場合に限り、Data
Typeアトリビュートは設定可能です。

以下の例は、このビヘイビアを示します。

デバイスプロファイルでは、S-アナログセンサオブジェクトのインスタン
ス、および 2つの staticアッセンブリオブジェクトインスタンスが指定さ
れています。この 2つのオブジェクトインスタンスには、このオブジェク
トインスタンスにマッピングされているデータアトリビュート構成要素

があります。アッセンブリオブジェクトインスタンス ID1は INTデータタ
イプを指定し、アッセンブリオブジェクトインスタンス ID2は REALデー
タタイプを指定します。

デバイスがオンラインになると、デバイスはアッセンブリインスタンス

ID2 への I/O コネクションとともに構成されます。コネクションが

Established 状態へ移行すると、オブジェクトインスタンスでデータ入出
力が発生する前に、このオブジェクトインスタンスアトリビュート Data
typeには、自動的に REALの値がセットされます。それ以降にアッセンブ
リインスタンス ID1へ接続しようとすると、拒絶され、このケースではコ
ネクションパスになり、問題を起こしているアトリビュートの ID を示す
追加エラーコードとともに、INVALID ATTRIBUTE VALUEエラーが発生し
ます。
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クラスコード 04h

アッセンブリオブジェクトにより、異なるアプリケーションの異なるアト

リビュート（データ）を 1つのアトリビュートにグループ化して、1つの
メッセージとして転送することができます。

3.1 I/Oアッセンブリ
インスタンス

以下の表に、このデバイスでサポートする I/Oアッセンブリインスタンス
を指定します。

3  I/Oアッセンブリオブジェクト

インスタンス タイプ 名称

1 入力 Pressure Value（Active Instance）
2 入力 Exception Status

INT Pressure Value（Active Instance）
4 入力 REAL Pressure Value（Active Instance）
5 入力 Exception Status

REAL Pressure Value（Active Instance）
8 入力 Exception Status
9 入力 Active Instance

Active Pressure Value
10 入力 Exception Status

Active Instance
INT Active Pressure Value

12 入力 Active Instance
REAL Active Pressure Value

13 入力 Exception Status
Active Instance
REAL Active Pressure Value
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3.2 I/Oアッセンブリオ
ブジェクトインスタ
ンスのデータアトリ
ビュートフォーマッ
ト

一貫性を保つために、このデバイスタイプは、INTまたは REALベースの
アッセンブリインスタンスのいずれかへのコネクションだけを可能にし

ます（ページ 21の「Data Type（データタイプ）」を参照）。
有効なコネクションが確立された後で、別のタイプのアッセンブリインス

タンスへコネクションを設定しようとすると、エラーが返されます。

I/O Assembly Data（アッセンブリデータ）アトリビュートは、以下のよう
なフォーマットで示されます：

インスタンス タイプ バイト ビット 0～ 7
1 入力 0

1
INT Pressure Value

2 入力 0 Exception Status（例外状態）；クラス 48d、
インスタンス 1、アトリビュート 12

1 INT Pressure Value；
クラス 49d、Active Pressure Value2

4 入力 0 REAL Pressure Value；
1 クラス 49d、Active Instance Value
2
3

5 入力 0 Exception Status；クラス 48d、インスタン
ス 1、アトリビュート 12

1 REAL Pressure Value；
2 クラス 49d、Active Instance Value
3
4

8 入力 0 Exception Status（例外状態）；クラス 48d、
インスタンス 1、アトリビュート 12

9 0 Active Instance（アクティブ・インスタン
ス）1

2 INT Active Pressure Value
3

10 入力 0 Exception Status（例外状態）
1 Active Instance（アクティブ・インスタン

ス）2
3 INT Active Pressure Value
4

12 入力 0 Active Instance（アクティブ・インスタン
ス）1

2 REAL Active Pressure Value
3
4
5

13 入力 0 Exception Status（例外状態）
1 Active Instance（アクティブ・インスタン

ス）2
3 REAL Active Pressure Value
4
5
6
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A: データの有効範囲 整数データ int － 32767～ 32768

符号なし整数データ uint 0～ 65535

浮動小数点データ float IEEE 754に準拠

B: 固有コード ベンダプロダクトコード   12＝ BPG402-SD

C: IEEE 754に準拠
した浮動小数点
データの変換

受信データ

変換データ

付録 

AA BB CC DDh
（ 4バイト、浮動小数点フォーマット）

凡例： XXh 16進数番号（基数＝ 16）

XXd 10進数（基数＝ 10）
XXb 2進数（基数＝ 2）

符号 8ビット指数 23ビット仮数

符号＝ 指数＝ 仮数＝

1. 16進数ワードの
シーケンス反転

2. バイトに分割

3.  計算

符号× 2(指数 -127)×仮数
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例

受信データ 00 00 CA 42h （4バイト、浮動小数点フォーマット）

変換データ

D: 標準的なスタート
アップ手順

デバイスのスタートアップは、以下のステップに分割されます：

• 割当てプロセス

• EPR（Expected Packet Rate）アトリビュートの設定

• インプットアッセンブリおよびアウトプットアセンブリの選択

割当てプロセス DeviceNet仕様書に従い、割当て先のデバイスに割当てストリングを送信
します。

使用するコネクションに対して、割当て選択バイトのビットを 1に設定し
ます。

符号 8ビット指数 23ビット仮数

符号＝ 指数＝ 仮数＝

1. 16進数ワードの
シーケンス反転

2. バイトに分割

3.  計算

1× 2(133-127)× 1.578125＝ 101



36 tira46j1-b   (0411)    BPG402-SDv1.cp

アロケーション（割当て）
プロセスの例

マスタの MAC ID：0

アロケーションチョイス（割当て選択）：

エクスプリシットメッセージ、ポーリング、ビット

ストローブ、COS

スレーブの MAC ID： 2

割り当てられたインスタンスは、BPG402-SD に対して有効でない場合も
あります。

→割り当てストリング： 416  00 4B 03 01 57 00

スレーブのエクスプリシット／未接続応答メッセージ：
413  00 cb 00

最初の割当てメッセージにおいて、エクスプリシットコネクション

が確立されています。

I/O コネクションのビットストローブおよび COS/Cyclic は、
BPG402-SDではサポートされていません。付録 Dは、すべての
デバイスに対する一般的な割当てプロセスのみを示しています

（group2 slave  only）。

EPRアトリビュートの
設定（Expected Packet 
Rate）

割り当ての後、デバイスは INACTIVITY WATCHDOG TIMER（未活動
ウォッチドッグタイマ）を起動します。このタイマは、アロケーション

チョイス（割り当て選択）バイトにおいて割り当てられている各コネク

ション（コネクションオブジェクト、アトリビュート 9）に設定する必要
があります。このアトリビュートは、エクスプリシットメッセージコネク

ションにおいてはデフォルト値は 2500（2500ms）であり、I/Oコネクショ
ンにおいては 0です。INACTIVITY WATCHDOG TIMER（未活動ウォッチ
ドッグタイマ）が満了になると、確立されているコネクションが解放され

ます。デバイスが受信する各メッセージに関して、このタイマには、関連

するコネクションオブジェクトにおいて指定された値がリロードされる

ため、通常は満了しません。値「0」により、INACTIVITY WATCHDOG
TIMER（未活動ウォッチドッグタイマ）は停止します。

このステップにおいて、INACTIVITY WATCHDOG TIMER（未活動ウォッ
チドッグタイマ）は設定されていなければなりません。テストモードにお

いて、「0」を使用して INACTIVITY WATCHDOG TIMER（未活動ウォッチ
ドッグタイマ）を停止させることができます。

以下に、EPRアトリビュートを設定するストリングを示します（上記のよ
うにアドレスされる）。

ID メッセージボディ

414 00 10 05 01 09 00 00 エクスプリシットコネクションのEPRを0に設定
414 00 10 05 02 09 00 00 ポーリングコネクションの EPRを 0に設定
414 00 10 05 03 09 00 00 ビットストローブコネクションのEPRを0に設定
414 00 10 05 04 09 00 00 COS/ サイクリックコネクションの EPR を 0 に

設定
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スレーブの応答：

インプットアッセンブリ
およびアウトプット
アッセンブリの選択

各コネクションに対して、デバイスにおいてあらかじめ定義されている複

数のインプット／アウトプットアッセンブリのいずれかを指定できます。

Allocation Message（割当てメッセージ）において、対応するコネ
クション（ポーリング、COS、ビットストローブ）が割り当てられ
ている場合のみ、インプット／アウトプットアッセンブリの読み取

りまたは設定が可能です。

設定アッセンブリの読取
り

選択したアッセンブリの番号を読み取る場合、コネクションオブジェクト

（オブジェクト ID 5）の対応するインスタンスのアトリビュート 14および
16を読み取ることが必要です。

この値の読み取りにあたり、コネクションが確立されていることが必要で

す。EPRアトリビュートを設定することができます。

インスタンス 2：ポーリング

インスタンス 3：ビットストローブ

インスタンス 4：COS／サイクリック

アッセンブリの設定 選択したアッセンブリの番号を設定する場合、コネクションオブジェクト

（オブジェクト ID 5）の対応するインスタンスのアトリビュート 14および
16を設定することが必要です。

この値の設定にあたり、コネクションが確立されていることが必要

ですが、EPRアトリビュートはいずれの値にも設定されていない
ことが必要です。

例 設定されたアッセンブリの読取り（上記のようにアドレスされる）

Get single request（ゲット・シングル・リクエスト）：

Get single response（ゲット・シングル・レスポンス）：

ID メッセージボディ

413 00 90 00 00 エクスプリシットコネクションのEPRを0に設定

ID メッセージボディ

414 00 0E 05 02 0E 出力されたコネクションパスの取得（マス
ターによるインプットアッセンブリの要求）

ID メッセージボディ

413 00 8E 20 04 24 05 30 03 スレーブからの応答
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アトリビュート値のアドレスフォーマットは、通常モードとは異なりま

す。クラス 4、インスタンス 5、およびアトリビュート ID 3を指定するコ
ネクションパスアトリビュートを以下に示します：

このインスタンスは、使用したいアッセンブリを定義します。このフォー

マットは、「リクエスト」においてはマスターが使用し、「レスポンス」に

おいてはスレーブが使用します。

ポーリングコネクションのためのインプットアッセンブリ 04 の設定（上
記のようにアドレスされる）

Get single request（ゲット・シングル・リクエスト）：

メッセージボディが 8バイト以上あるため、フラグメントプロトコル（分
割送信プロトコル）を使用する必要があります。

Get single request（ゲット・シングル・リクエスト）：

クラス #4 インスタンス#5 アトリビュート ID# 3
20 04 24 05 30 03

ID メッセージボディ

414 80 00 10 05 02 10 20 04 第 1フラグメント
414 80 81 24 04 30 03 第 2フラグメント

ID メッセージボディ

413 80 C0 00 第 1フラグメントに対する応答
413 80 C1 00 第 2フラグメントに対する応答
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